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平成２１年６月２２日
各　　　位

　　　　　　　　　　　会 社 名　　株 式 会 社  徳 島 銀 行
　　　　　　　　　　　代表者名　　取締役頭取   柿 内 愼 市
　　　　　　　　　　（コード番号 ８５６１ 東証・大証第一部）
　　　　　　　　　　　問合せ先　　取締役専務総合企画本部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉 岡 宏 美
　　　　　　　　　　（ＴＥＬ．０８８－６２３－３１１１）

（訂正・数値データ訂正なし）「平成２１年３月期決算短信」の一部訂正について

　平成２１年５月１４日付で開示いたしました「平成２１年３月期決算短信」の記載事項に下記のとおり一部訂正
がありましたのでお知らせいたします。なお、訂正後の「平成２１年３月期決算短信」（全文）については、当行ホ
ームページ（http://www.tokugin.co.jp/）に掲載しております。

記
１．訂正箇所
（１）３５ページ　注記事項　（貸借対照表関係）　６．
（２）説明資料（５）ページ　５．不良債権の状況【単体】　（１）不良債権処理の状況

２．訂正内容（訂正箇所には＿罫を付して表示しております。）
（１）３５ページ　注記事項　（貸借対照表関係）　６．
（訂正前）
注記事項

（貸借対照表関係）

６．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監

査委員会報告第 24号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為替は、
売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、13,608万円であります。

（訂正後）
注記事項

（貸借対照表関係）

６．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監

査委員会報告第 24号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及び買入外国為替は、
売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、13,608百万円であります。

（２）説明資料（５）ページ　５．不良債権の状況【単体】　（１）不良債権処理の状況
（訂正前）
５．不良債権の状況【単体】
（１）不良債権処理の状況

（単位：億円、％）

平成 20年 3月期 平成 21年 3月期
20年 3月期比

平成 21年 3月期
中　間

【貸倒償却引当費用】

与信関係費用 69 111 42 41
貸出金償却 30 40 10 16
個別貸倒引当金純繰入額 36 69 33 24
偶発損失引当金繰入額 0 0 0 0
貸出債権流動化・売却損 2 0 △2 0
その他の与信関係費用 － 0 0 0
一般貸倒引当金繰入額 △1 8 9 7
貸倒償却引当費用 68 12 △56 49
与信費用比率 0.81 1.41 0.60 1.17
（注）　与信費用利率＝与信費用（貸倒償却引当費用）÷貸出金（平均残高）×100

貸倒償却引当費用は、法的整理等による不良債権の新規発生に加え、今後の景気後退に備えて、より保守的に

債務者区分を判定したことによる一般貸倒引当金の積み増し、及び経営支援先に対する事業再生に向けた取組み

の進展による個別貸倒引当金の積み増し等により、前年同期比 42億円増加して 111億円となりました。
貸出金（平残）に対する与信費用の割合は、前年同期比 0.60％ポイント上昇して 1.41％となっております。
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（訂正後）
５．不良債権の状況【単体】
（１）不良債権処理の状況

（単位：億円、％）

平成 20年 3月期 平成 21年 3月期
20年 3月期比

平成 21年 3月期
中　間

【貸倒償却引当費用】

与信関係費用 69 111 42 41
貸出金償却 30 40 10 16
個別貸倒引当金純繰入額 36 69 33 24
偶発損失引当金繰入額 0 0 0 0
貸出債権流動化・売却損 2 0 △2 0
その他の与信関係費用 － 0 0 0
一般貸倒引当金繰入額 △1 8 9 7
貸倒償却引当費用 68 120 52 49
与信費用比率 0.81 1.41 0.60 1.17
（注）　与信費用利率＝与信費用（貸倒償却引当費用）÷貸出金（平均残高）×100

以　上

貸倒償却引当費用は、法的整理等による不良債権の新規発生に加え、今後の景気後退に備えて、より保守的に

債務者区分を判定したことによる一般貸倒引当金の積み増し、及び経営支援先に対する事業再生に向けた取組み

の進展による個別貸倒引当金の積み増し等により、前年同期比 52億円増加して 120億円となりました。
貸出金（平残）に対する与信費用の割合は、前年同期比 0.60％ポイント上昇して 1.41％となっております。


